
東海道新幹線の沿線のうち，東京・富士川間には 60 サイ F ノレ

電力がないので， この区間に 60 サイクノレ電力を供給するため，

国鉄では同湖周波数変複線を使用して， 50 サイクル電力を 60

サイクノレ電力に変換して送電している。(田辺 勇)

しゅうはすうへんかんそうち 周波数変娘装置 交流

電力の，ある周波数を他の周波数に変換する電気機器装置を周

波数変換装置と呼んでレる。一般には，ある周波数の交流電力

により発電機の回転軸と同軸にした電動機を回転して，他の周

波数電力を発生する装置が採用されている。

このほかに，信号関係で可飽和 リアク トルまたはパラメトロ

γを使用したスタティックな倍周総 ・分倍周Mが，一部軌道回

路の電源用に使用されてい る。

1 倍周器 (frequency doubler) 

新幹線の電車電流により誘導妨害を受ける現在線軌道回路に

使用している。 3 脚鉄心の外側l鉄心に巻数を等しくしたコイノレ

を図ーl のように直列に後続し，中央脚には交流磁束が互いに打

ち消すようにして中央脚を直流で励磁すると，両仰lの鉄心は交

互に飽和して，中央脚の出力コイノレに 2 倍の周波数の電圧が発

生する。

図ー1 局部用配線図
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いる。

種類には， 50c/s 芹!

と 60c/s 用 とがあり，

それぞれ局部用(図ー2)

と軌道用(単軌条およ

び複軌条の 120VA， 2 

∞VA)(図ー4) があ る。

局部用は， 2 元形軌道

図-2 倍周総(応部用)
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継電器の局部コイノレ励磁用に使用し，軌道用は軌道送電電源用

として使用する。回路は図 5 のように構成する。

軌道継電器が 50， 60c/s 用の場合に倍周器を使用すると，周

波数が 2 倍となるために軌道継電慌のコイノレイ ンピーダ γスが

高くなるので，コイ ルに 50， 60c/s の場合と 等監の電流を流し

て回転力を同一にするために，局部コイルには定絡 X 1.4 ii告の

電圧を，また軌道コイルには定格 X 1.6 倍の電圧を加圧する@

しゅうはすう

図-3 軌道用(単軌条)配線図

このために，局部用 図ー4 軌道用(単軌条)接続表

には1l0V と 150V の

出力端子がある。軌道

用には軌道電圧を調整

する変圧器と，信号燈

点燈用の変圧器が内蔵

されているので，軌道

信号燈変圧器の使用が

省略できる。

向調禄は，妨害電流

が軌道コイルに流れ込

まないようにするため，

軌道コイノレと直列に接

続して使用する。軌道

コイノレの Lの値は，軌

道継電器の種類により

相違しているので，同

調総の 1 次世i巻線端子

で C の値を変化して，

共娠周波数が倍周波と

等しくなるように調整

する。

復軌条用を使用した場合の軌道送電電圧の転極は入力電源側

で180' 転極すると，出力側には 360。変換した電圧が発生して

転極しない状態と同じ結果になるので出力側の転極用端子に転

極条件をそう入して行なう(表ー 1) 。

図-5 軌道巨l 路構成
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